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1 緒　言
[bookmark: _Hlk184286911]本文の見出しはＭＳゴシック10pt、それ以外はMS明朝10pt で記載。　本研究の背景と目的などについて、 ここで説明する。参考文献は、該当する文末に記載する[1]、[2-10]。論文は6ページ以内とする。6ページを超える場合は、定められた追加料金を支払う。

2  実験方法
2.1 材料の準備
2.1.1 原材料
小見出しを使用できる。 

2.1.2 物質合成法
2.1.2.1のようなより深い小見出しも使用できる。

2.2 解析手法
 　数式は、MS WORDに組み込まれた数式作成ツールを使用。 式には、次のように連番を付ける必要あり。
                           (1)
                          (2)
3．実験結果と考察
3.1　表の書き方　　
　表は、英語で作成し、該当する本文の近くに挿入する。上下に適切なスペースを設けて見やすくし、説明文は英語で、表の上部中央に記載する。すべての表には、Table 1, Table  2, ・・などと順番に番号を付ける。表は、その内容が説明されている文書にできるだけ近づけて配置する。本文中で引用するときは、省略形ではなく、「Table 1」とする。

Table 1. Example of table format.
	Sample
	Mass (g)
	Diameter (mm)
	Thickness (mm)

	A
	1.25
	10.2
	2.46

	B
	2.46
	15.4
	3.69



3.2 図の書き方
[bookmark: _Hlk184295811][image: 図形

低い精度で自動的に生成された説明]図は、英文で作成する。 すべての図には、Figure 1, Figure 2, ・・などと順番に番号を付け、英文でキャプション（説明文）を付ける。キャプションは図面の下に書くこと。図は本文中に埋め込み、原稿の最後にグループ化することは避ける。すべての図は、その内容が説明されている文書にできるだけ近づけて配置する。本文中で引用するときは、「Fig.1」のような省略形ではなく、「Figure 1」とする。例えば、「電池Aの時間と起電力の関係をFigure 1に示す。」とする。標準的な、図面の大きさは幅100mmであるが、自由に設定できる。Figure 1. Example of figure showing the relationship between time and electromotive force for battery A.



４．まとめ(結言)　
研究で得られた結果をここでまとめる。
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